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３　月
議　会
定例会
3/9～ 22

　

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
や
子
育
て
支
援
を
目
的
と
す
る
基
金
条
例

の
制
定
や
健
康
福
祉
課
を
２
課
に
分
割
す
る
条
例
改
正
、
副
町
長
・
教
育
長
人
事
な
ど
45
件
で
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
議
員
12
人
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
や
対
応
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

生活優先で事業編成
一般会計　61億700万円

会 計 名 平成30年度予算額 平成29年度予算額 比　較
一 般 会 計 61億700万円 64億7,000万円 △3億6,300万円

特

別

会

計

工業団地造成事業 8,868万円 8,868万円 増減なし
住宅団地造成事業 667万円 605万円 62万円
下水道施設事業 1億6,403万円 1億6,364万円 39万円
農業集落排水処理事業 1億3,674万円 1億1,517万円 2,157万円
個別排水処理事業 5,896万円 5,657万円 239万円
後期高齢者医療 1億338万円 9,874万円 464万円

国民健康保険
保険関係 7億9,054万円 10億9,015万円 △2億9,961万円
診療所関係 3億2,900万円 3億9,350万円 △6,450万円

介護保険 11億2,455万円 11億1,028万円 1,427万円
簡易水道等事業 8,935万円 6,915万円 2,020万円

水道事業会計
収益的収支 1億6,599万円 1億5,506万円 1,093万円
資本的収支 1億6,391万円 1億2,857万円 3,534万円

合 計 93億2,880万円 99億4,556万円 △6億1,676万円

地方交付税
（国から交付されるお金）

26億894万円
42.7％

（△3,756万円）

歳入

県支出金
4億7,783万円
7.8％

（4,234万円増）

国庫支出金
3億6,248万円
5.9％

（△1億2,337万円）

その他
2億2,410万円
3.7％

（1,410万円増）

町債
（借り入れするお金）
9億4,780万円
15.5％

（260万円増）

依存財源
46億2,115万円
75.7％

自主財源
14億8,585万円
24.3％

町税
５億9,526万円

9.7％
（1,430万円増）

繰入金
（基金や特別会計から入るお金）

5億8,186万円
9.5％

（△2億9,474万円）

使用料及び手数料
１億5,528万円

2.5％
（173万円増）

その他
１億5,617万円

2.6％
（1,761万円増）

人件費
9億6,214万円
15.8％

（3,404万円増）

公債費
7億6,469万円
12.5％

（624万円増）

扶助費
2億7,629万円
4.5％

（2,249万円）

歳出

災害復旧事業費
2,524万円
0.4％

（33万円増）

物件費
（消費的性質を持つお金）

11億54万円
18.0％

（1億1,129万円増）

普通建設事業費
（道路改良や施設整備
などに要するお金）
11億1,681万円
18.3％

（△6億1,644万円）

義務的経費
20億312万円
32.8％

投資的経費
17億5,816万円
18.7％

その他
27億7,148万円
48.5％

繰出金
（特別会計に繰出すお金）

6億3,337万円
10.4％

（1,136万円増）

補助費等
（町が交付する
補助金など）
9億2,078万円
15.1％

（3,942万円増）

その他
3億714万円
5.0％

（2,827万円増）

　平成30年度一般会計予算は野
沢柴崎線改良工事や役場新庁舎改
修工事などの大型事業の完了によ
り、前年度比5.6％減となりまし
たが、人口減少対策や町民生活に
密着した事業を重視した予算と
なっています。

　歳入では、ふるさと応援寄附金の拡
大による自主財源の確保に努め、歳出
では、経費の節減に努めながら生活道
路や町民バスの機能強化、防災行政無
線デジタル化工事、小学校プール建設、
菌床きのこの大規模産地化の取り組み
など、町民生活優先で事業が編成され
ています。
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　ふるさと納税とは、自分が応援したい自治体（自分の住んでいる市町村を含む）に寄附（ふるさと納税）
を行った場合に、寄附金のうち2,000円を超える部分について、所得税と住民税から控除される制度です。
（一定の上限はあります。）
　寄附をした自治体からは返礼品として、金額に応じた地域の特産品などが提供されます。

　平成29年度の寄附の実績は45件126万１千円でしたが、今年度は3,000万円を目標に、インターネット
ポータルサイトへの登録やシステムの構築、返礼品の見直しと開発に取り組み、自主財源の確保や地域活性
化を進めます。
　今年度は新規導入経費が掛かりますが、次年度以降は寄附金額の４割を財源確保する目標で取り組みます。

ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）事業　　　２，４６３万５千円

昨年11月に町に対して申入れた内容について、３月24日に町から回答がありました。

主な内容　インターネット導入手数料　２０２万円
事業委託料　　　　　　８９３万７千円
寄附金返礼品　　　　　　　９７２万円

【ふるさと納税の仕組み】

　例えば、年収500万円の給与所得者の方で扶養家族が配偶者のみの場合、30,000円のふる
さと納税を行うと、2,000円を超える部分である28,000円（30,000円－2,000円）が所得税と
住民税から控除されます。

住んでいる自治体

税務署

ふるさと納税先団体
（寄附先）

①ふるさと納税

③確定申告
（受領書添付）

②返礼品（受領書）

④所得税から還付

⑤住民税から控除

ふるさと納税をした人

平成 30 年度予算　町民

▲

新年度の注目事業 ▲
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新年度の主な重点事業

食味計のイメージ

　米の食味計を新たに導入し、本町独自の付加
価値付けを行い、販路開拓やＰＲ活動により、
西会津産米のブランド化や販売の促進が期待さ
れます。

米の食味計導入

保育料が無料化となる認定こども園

　子育て世代の経済的な負担を軽減し、より子
どもを産み育てやすい環境が整います。

保育料無料化

場所は校舎裏から畑へ変更となった

　保護者アンケートの結果に基づき、当初予定
していた構造と場所を変更し、平成30年度に
整備されます。

西会津小学校プール

町民の皆さんより強い要望のあった定時定路線バスの運行

　定時定路線バスとデマンドバスの併行運行に
ついて、関係機関及び自治区長さんなどの意見
を頂きながら事業を進めます。定時運行に必要
なバス購入費が予算計上されています。

定時定路線バスの見直し

一般会計当初予算の推移 地方債年度末残高の推移

一般会計当初予算と地方債年度末残高の推移
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新
年
度
予
算
質
疑

総
括
質
疑

　

猪
俣
常
三
議
員

　

①
地
方
税
減
額
の
要
因
と

対
応
は
。

　

②
財
政
指
標
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

総
務
課
長

　

①
人
口
減
に
よ
り
、
年
々

減
少
し
て
き
て
い
る
。
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
歳
出
の

見
直
し
を
し
な
が
ら
財
政
運

営
を
し
て
い
く
。

　

②
国
の
基
準
範
囲
内
に
あ

る
の
で
問
題
な
い
。
こ
こ
数

年
小
学
校
建
設
、
認
定
こ
ど

も
園
建
設
な
ど
大
型
事
業
が

続
い
た
た
め
、
実
質
公
債
費

率
の
ピ
ー
ク
が
平
成
34
年
ご

ろ
に
な
る
。

　

長
谷
川
義
男
議
員

　

投
資
的
経
費
が
対
前
年
比

約
８
％
減
の
理
由
は
。

　

総
務
課
長

　

役
場
庁
舎
改
修
工
事
、
町

道
改
良
舗
装
工
事
な
ど
の
終

了
に
よ
る
。

　

多
賀
剛
議
員

　

事
業
の
廃
止
、
見
直
し
の

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

総
務
課
長

　

今
後
一
年
間
を
か
け
て
評

価
検
証
を
進
め
る
。

予
算
質
疑

　

猪
俣
常
三
議
員

　

町
税
の
現
状
と
見
通
し
は
。

　

町
民
税
務
課
長

　

人
口
は
減
少
し
て
い
る
が
、

個
人
町
民
税
は
給
与
所
得

ア
ッ
プ
に
よ
り
毎
年
増
加
し

て
い
る
。
法
人
税
も
景
気
の

影
響
で
伸
び
て
い
る
。

　

ま
た
、
徴
収
率
も
年
々
向

上
し
て
い
る
。

　

伊
藤
一
男
議
員

　

教
育
改
革
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
は
。

　

町
長

　

産
官
学
民
の
連
携
を
図
り
、

次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
の
教
育
改
革
を
進
め

る
。
昨
年
度
は
予
備
調
査
で
、

今
年
度
よ
り
具
体
的
な
作
業

に
入
る
が
、
３
年
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

多
賀
剛
議
員

　

専
門
職
の
採
用
状
況
は
。

　

総
務
課
長

　

数
年
来
、
看
護
職
、
土
木

職
の
募
集
に
対
し
て
応
募
が

な
い
。
社
会
人
枠
の
導
入
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

三
留
満
議
員

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
車
両
購

入
費
の
計
上
だ
け
で
、
運
営

費
が
明
確
で
な
い
理
由
は
。

　

町
民
税
務
課
長

　

バ
ス
は
納
入
ま
で
４
～
６

カ
月
か
か
る
の
で
先
行
し
て

発
注
し
た
い
。
運
営
費
は
、

委
託
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
が

済
み
次
第
提
示
す
る
。

　

渡
部
憲
議
員

　

プ
ー
ル
予
算
は
屋
根
付
き

を
前
提
に
し
て
い
る
の
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

当
初
予
算
は
前
年
度
予
算

を
計
上
し
た
が
、
そ
の
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

尊
重
し
て
、
屋
根
な
し
で
場

所
を
変
更
し
て
建
設
す
る
。

平成30年度一般会計予算採決結果

一般会計を討論可決

三
留
満

薄 秦
小　

柴

長
谷
川

猪　

俣

伊　

藤

渡　

部

三
留
正

多　

賀

青　

木

荒　

海

清　

野

武　

藤
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ －

○は賛成、×は反対、退は退席。武藤議員は議長のため採決に加わっていません。

討 論
　ふるさと応援寄附金事業は、自主財源の確保、
地場産業の育成や雇用の創出にもつながる可能
性のある有効な政策なので、積極的に進めるべ
きである。保育料無料化は子育て世代の負担軽
減につながる政策であり賛成である。
（多賀剛議員）
　これまでも定時定路線バスの拡大運行を提言
してきた。運用して課題があれば改善していけ
ばよい。（清野佐一議員）

　ふるさと応援寄附金の歳入３千万円は委託業
者との検討の結果としているが、適正、妥当性
に疑問がある。歳入金額は実績をもって計上す
べきと考える。保育料無料化は、時期尚早と考
える。行政サービスは受益者負担の原則で行う
べきで、国の方針が明確でない現時点では認定
できない。（三留正義議員）
　定時定路線バスは、デマンドバスが定着しつ
つあるのに納得できない。小学校プールは屋根
付きで決定したにもかかわらず、屋根なしに変
更になった。（渡部憲議員）

＜賛　成＞ ＜反　対＞
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多
賀
剛
議
員

　

来
年
度
以
降
も
認
定
こ
ど

も
園
に
充
当
し
て
い
く
の
か
、

さ
ら
に
有
効
に
使
う
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

企
画
情
報
課
長

　

充
当
に
つ
い
て
は
状
況
に

応
じ
検
討
し
、
教
育
な
ど
新

た
に
必
要
な
状
況
が
あ
れ
ば

有
効
な
活
用
に
努
め
て
い
く
。

■
西
会
津
町
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
指
定
権
限
が
都
道
府
県
か

ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
令
に

沿
っ
て
基
準
を
定
め
る
も
の

で
す
。

条
例
改
正

■
西
会
津
町
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

「
健
康
福
祉
課
」
に
つ
い

て
、
業
務
が
非
常
に
広
範
囲

に
わ
た
り
、
職
員
も
54
名
に

及
ぶ
大
き
な
課
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
課
を
分
割
し

「
福
祉
介
護
課
」
と
「
健
康

増
進
課
」
の
２
課
と
す
る
も

の
で
す
。

　

多
賀
剛
議
員

　

担
当
事
務
は
変
わ
ら
な
い

の
か
。

　

総
務
課
長

　

担
当
事
務
は
平
成
29
年
度

と
同
じ
で
、
変
更
点
は
一
つ

の
課
が
二
つ
の
課
に
な
る
こ

と
で
課
長
が
１
名
増
員
と
な

る
。

■
西
会
津
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

行
っ
て
い
る
、
宣
伝
情
報
放

送
及
び
ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
、
町
の
業
務
か
ら
民
間
の

サ
ー
ビ
ス
に
移
行
さ
せ
、
町

の
収
入
か
ら
（
一
社
）
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
の
収
入
に
さ
せ

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　

秦
貞
継
議
員

　

委
託
料
に
見
直
し
は
あ
る

の
か
。

　

企
画
情
報
課
長

　

こ
の
業
務
に
係
る
委
託
料

条
例
制
定

■
西
会
津
町
み
ん
な
で
創
る

未
来
基
金
条
例

　

「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
基

金
」
が
平
成
30
年
３
月
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
返
還
さ
れ
る
町
の
出

資
金
８
４
４
７
万
８
千
円
と

一
般
財
源
１
５
５
２
万
２
千

円
を
原
資
と
し
て
、
町
の
将

来
を
担
う
人
材
の
育
成
や
子

育
て
支
援
、
地
方
創
生
の
推

進
な
ど
、
未
来
に
向
け
て
積

極
的
な
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
１
億
円
の

基
金
で
す
。

に
つ
い
て
は
、
算
定
経
費
か

ら
外
す
こ
と
と
な
る
。

■
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

■
西
会
津
町
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

　

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

り
、
印
鑑
登
録
証
の
交
付
手

数
料
に
お
い
て
、
近
隣
自
治

体
と
の
比
較
な
ど
に
よ
り
適

正
な
受
益
者
負
担
を
確
保
す

る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
、

印
鑑
の
新
規
登
録
・
再
交
付

い
ず
れ
も
１
件
３
百
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
西
会
津
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら

県
が
国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
の
責
任
主
体
に
な
る
と

と
も
に
、
「
給
付
費
支
払
準

備
基
金
」
を
「
運
営
基
金
」

に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
改

正
す
る
も
の
で
す
。

（
運
営
の
責
任
主
体
が
、
町

か
ら
県
に
な
り
ま
す
）

■
西
会
津
町
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正

　

さ
ゆ
り
公
園
は
平
成
27
年

度
か
ら
都
市
公
園
法
に
よ
る

都
市
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
道
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
施

設
」
を
都
市
公
園
法
の
適
用

を
受
け
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
計
画
的
に
改
修
を
進

め
て
い
く
た
め
の
改
正
で
す
。

■
西
会
津
町
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

■
西
会
津
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

■
西
会
津
町
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
置
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

■
西
会
津
町
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

■
西
会
津
町
指
定
介
護
予
防

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

■
西
会
津
町
道
路
占
有
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

新たに追加された「ふれあい交流施設」

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
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そ
の
他
可
決
し
た
議
案

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
次
）
ほ
か

８
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

（
役
場
新
庁
舎
施
設
用
備
品
）

■
町
道
の
認
定（
小
杉
山
線
）

■
町
道
の
路
線
変
更

　

（
野
沢
柴
崎
線
）

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

■
西
会
津
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
変
更

■
西
会
津
町
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
・
第
８
期
後
期
高

齢
者
福
祉
計
画
の
策
定

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
次
）

■
財
産
の
取
得

　

（
役
場
新
庁
舎
議
場
音
響

映
像
シ
ス
テ
ム
）

副
町
長
選
任
の
同
意

工く

藤ど
う　

倫み
ち

也や　

氏
（
49
歳
）

　
　
　
　

（
県
よ
り
出
向
）

　

経
歴

　

岩
手
県
出
身
。
福
島
大
学

経
済
学
部
卒
。
平
成
10
年
か

ら
県
職
員
と
し
て
勤
務
。

教
育
委
員
会
教
育
長

任
命
の
同
意

江え

添ぞ
え　

信の
ぶ

城し
ろ　

氏
（
61
歳
）

　

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　

経
歴

　

埼
玉
県
出
身
。
創
価
大
学

教
育
学
部
卒
。
教
職
員
退
職

後
、
平
成
29
年
か
ら
戸
田
市

教
育
委
員
会
に
勤
務
。

　今回、これまでの「健康福祉課」が分割され、それぞれ「福祉介護課」、「健康増進課」となります。
　主な業務内容等は以下の通りです。

課　名 係等名 主な業務内容 人　員

福祉介護課

課長　１名
職員１２名
（合計１３名）

福祉係
◎高齢者福祉　　◎障がい者福祉　◎生活保護
◎民生児童委員　◎虐待防止　など

事務員　４名

介護係
◎介護保険　◎介護認定　◎地域支援事業
◎福祉施設管理　など

事務員　３名
保健師　１名

子育て支援係
◎児童福祉　　◎母子保健・福祉
◎要保護児童　◎認定こども園
◎子育て支援　◎予防接種（子ども）　など

事務員　２名
保健師　１名

地域包括支援センター （にしあいづ福祉会派遣） 看護師　１名

課　名 係等名 主な業務内容 人　員

健康増進課

課長　１名
職員２４名
（合計２５名）

健康支援係
◎健康づくり　◎各種健（検）診
◎食生活改善　◎精神保健　◎予防接種（高齢者）
◎特定保健指導　など

事務員　２名
保健師　５名
管理栄養士　

２名

国保係
◎国民健康保険　◎後期高齢者医療
◎重度医療　など

事務員　３名

診療所 ◎医療　◎訪問看護　◎在宅医療　など

医師　　２名
看護師　６名
技師　　２名
事務員　２名

健康福祉課が
の２課へと福祉介護課 健康増進課
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一
般
質
問
は
３
月
12
日
か

ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
で
行

い
、
議
員
12
名
が
登
壇
し
て
、

町
政
の
課
題
な
ど
を
問
い
た

だ
し
ま
し
た
。

質
問
順
序

・
秦　

貞
継 

議
員

・
薄　

幸
一 

議
員

・
猪
俣
常
三 

議
員

・
渡
部　

憲 

議
員

・
小
柴　

敬 

議
員

・
三
留
正
義 

議
員

・
伊
藤
一
男 

議
員

・
長
谷
川
義
雄 

議
員

・
多
賀　

剛 
議
員

・
荒
海
清
隆 
議
員

・
青
木
照
夫 

議
員

・
清
野
佐
一 

議
員

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況

や
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、

町
民
の
た
め
の
適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者

に
通
告
し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ

う
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め

て
１
時
間
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○長谷川義雄議員（９ページ）
　①デマンドバス見直しでどうなる
　②移住定住者を増やす方策は

○三留正義議員（10ページ）
　①�ライスセンターを整備しようと

する目的は
　②雪捨て場の提供者に報償を出しては

○小柴敬議員（11ページ）
　①�ふるさと応援寄附金で米のブラ

ンド化を
　②豪雪対策の基準を見直す考えは

○猪俣常三議員（12ページ）
　①小学校プール整備の進め方は
　②園芸用ハウスの雪害対応は

○荒海清隆議員（13ページ）
　①�木質バイオマス燃料製造施設で

森林資源活用を推進できないか

○渡部憲議員（14ページ）
　①野沢流雪溝の水量確保策は
　②小学校プール整備の進め方は

○清野佐一議員（15ページ）
　①�想定するライスセンターの規模

と場所選定は
　②町公民館の今後の計画は
　③農家民泊で外国人観光客の誘客を

○伊藤一男議員（16ページ）
　①新年度の注目事業は
　②特別養護老人ホームの増設は

○多賀剛議員（17ページ）
　①交流拡大に向けた今後の展望は
　②�ふるさと応援寄附金に期待する

ものと課題は

○薄幸一議員（18ページ）
　①生活習慣病予防の取組みは
　②県道改良に関する町の対応は

○秦貞継議員（19ページ）
　①幼児期からの人間教育を

○青木照夫（20ページ）
　①町の歴史に光を当てた観光推進を

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

一
般
質
問 ここが聞きたい　12名が登壇
町政を問う町政を問う
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問　

町
へ
の
移
住
・
定
住
者

を
増
や
す
た
め
に
は
、
何
が

課
題
と
捉
え
て
い
る
か
。

　

商
工
観
光
課
長

　

町
の
定
住
移
住
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
で
受
け
た
約

１
０
０
件
の
移
住
相
談
で
は

賃
貸
物
件
を
希
望
す
る
方
が

多
数
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
町
の
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
物
件

は
全
て
売
買
物
件
で
あ
り
、

町
内
に
賃
貸
可
能
な
住
宅
や

ア
パ
ー
ト
の
情
報
を
提
供
す

る
不
動
産
業
者
が
な
い
た
め
、

紹
介
で
き
る
物
件
が
少
な
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

平
成
30
年
度
の
取
り
組

み
は
。

　

商
工
観
光
課
長

　

ア
パ
ー
ト
な
ど
の

情
報
提
供
体
制
の
整

備
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
昨
年
７
月
よ

り
運
営
を
開
始
し
た

お
試
し
移
住
住
宅

「O
tam

e

（
オ
タ

メ
）
」
を
さ
ら
に
活

用
し
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

必
要
な
経
費
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

　

町
民
税
務
課
長

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
と

町
民
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ

り
、
下
谷
・
群
岡
・
新
郷
・

奥
川
の
４
方
面
で
定
時
定
路

線
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
と

し
た
。

　

路
線
の
選
定
は
デ
マ
ン
ド

バ
ス
を
導
入
す
る
以
前
に
運

行
し
て
い
た
幹
線
６
路
線
と

枝
線
９
路
線
を
参
考
と
し
、

現
在
の
道
路
整
備
状
況
と
利

用
状
況
を
考
慮
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

平
成
30
年
度
予
算
に
バ
ス

購
入
費
を
計
上
し
て
お
り
、

運
行
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

運
行
体
制
な
ど
必
要
経
費
が

決
定
次
第
、
必
要
額
を
補
正

予
算
に
計
上
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
運
行
を
見
直
し
、
平
成

30
年
度
の
早
い
時
期
か
ら
定

時
定
路
線
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
併
行
運
行
の
導
入
を

目
指
す
と
の
こ
と
だ
が
、
路

線
や
利
用
見
込
み
、
運
行
に

運行見直しで多くの人に利用してもらいたい

旧群岡診療所医師住宅を改修した
お試し移住住宅Otame（オタメ）

一般質問

長
谷
川
義
雄

議
員

移
住
・
定
住
者
を
増
や
す
方
策
は

問答
お
試
し
移
住
か
ら
定
住
化
を
図
る

定住促進

デマンドバス見直しでどうなる問

答 ４方面に定時定路線を導入する

町
民
バ
ス
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問　

農
家
の
高
齢
化
・
減
少

化
と
大
規
模
化
が
進
む
な
か

で
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
動
機

と
必
要
性
を
問
う
。

　

町
長

　

農
地
と
水
田
農
業
を
守
る

仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
、
町
で
は
農
業

機
械
の
共
同
利
用
や
集
落
営

農
の
組
織
化
・
法
人
化
、
担

い
手
・
認
定
農
業
者
へ
の
農

地
の
集
積
化
と
い
っ
た
大
規

模
化
に
よ
る
効
率
的
で
合
理

的
な
生
産
体
系
へ
の
移
行
を

推
進
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
各
地
区

に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
整
備

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問　

高
齢
化
が
進
む
な
か
、

大
規
模
経
営
者
や
集
落
に
寄

り
添
っ
た
持
続
可
能
な
仕
組

み
づ
く
り
に
十
分
な
調
査
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
長

　

農
業
者
・
Ｊ
Ａ
・
農
業
関

係
者
の
意
見
集
約
を
で
き
る

だ
け
早
く
実
施
し
た
い
。

問　

米
の
生
産
数
量
の
目
安

は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
な
の
か
。

　

農
林
振
興
課
長

　

昨
年
度
の
作
付
面
積
か
ら

約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
が
目
安

と
な
っ
て
い
る
。

　

国
内
の
米
の
需
給
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
た
め
、

従
来
ど
お
り
農
家
ご
と
に
配

分
を
行
っ
て
い
る
の
で
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

問　

平
成
30
年
度
の
転
作
面

積
な
ど
の
動
向
は
。　

　

農
林
振
興
課
長

　

備
蓄
米
に
対
す
る
交
付
金

が
な
く
な
る
た
め
先
行
き
は

不
透
明
で
あ
る
。

　

ソ
バ
や
園
芸
作
物
な
ど
の

販
売
を
目
的
と
す
る
転
作
へ

の
交
付
金
は
継
続
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
転
作
に
よ
る
農
家

所
得
の
向
上
と
需
要
に
応
じ

た
米
生
産
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

雪
の
集
積
場
所
を
提
供

さ
れ
て
い
る
方
へ
の
報
償
化

な
ど
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

建
設
水
道
課
長

　

雪
押
し
場
や
堆
積
場
所
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
確
保
し
て
お
り
、

春
先
に
は
融
雪
作
業
を
行
っ

て
い
る
。
近
隣
市
町
村
も
同

様
の
対
応
で
あ
り
、
有
償
化

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

除
雪
に
よ
る
道
路
構
造

物
や
農
用
水
路
な
ど
の
補
修
が

遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方

を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

町
長

　

除
雪
で
損
傷
し
た
も
の
は

直
す
の
が
当
然
だ
と
考
え
て

お
り
、
発
見
し
た
場
合
は
区

長
を
通
し
て
情
報
を
い
た
だ

き
た
い
。

除排雪には地域の協力が欠かせない

一般質問

三
留
正
義

議
員

整備を進めようとする動機は問

答 農地と水田農業を守るため

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

提
供
者
へ
の
報
償
等
の
考
え
は

問答
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
域
の
協
力
で

雪の集積場

議会だよりにしあいづ／平成30年5月／141号 10



問　

本
町
は
面
積
が
広
大
で

地
区
に
よ
っ
て
降
雪
量
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
豪
雪
対
策

本
部
設
置
基
準
の
見
直
し
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

　

町
長

　

現
在
、
森
野
に
あ
る
気
象

庁
の
観
測
デ
ー
タ
を
基
準
に

し
て
い
る
が
、
各
地
区
に
観

測
地
点
を
設
置
す
る
な
ど
、

積
雪
量
の
実
情
に
合
っ
た
設

置
基
準
な
ど
を
検
討
す
る
。

問　

雪
対
策
基
本
計
画
の
短

期
計
画
は
５
年
を
目
安
と
し

て
あ
る
が
、
前
倒
し
て
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

町
長

　

町
民
ニ
ー
ズ
、
事
業
効
果

や
予
算
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
町
民
・
関
係
者
で
組
織
す

る
推
進
委
員
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
て
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。

　

今
後
も
計
画
を
着
実
に
推

進
し
、
雪
に
強
い
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
と
安
全
安
心

な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問　

野
沢
地
区
流
雪
溝
の
安

定
水
量
確
保
に
向
け
た
町
の

考
え
は
。

　

建
設
水
道
課
長

　

安
定
水
量
を
確
保
す
る
た

め
に
は
水
源
が
課
題
で
あ
る

た
め
、
関
係
機
関
な
ど
と
協

議
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

町
長

　

平
成
30
年
度
早
期
の
掲
載

を
予
定
し
て
い
る
。

問　

平
成
30
年
度
の
目
標
金

額
は
。

　

町
長

　

３
０
０
０
万
円
を
目
指
し

対
応
し
て
い
く
。

問　

返
礼
品
の
見
直
し
は

ど
の
様
に
考
え
る
の
か
。

　

町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
実
績
の

あ
る
委
託
業
者
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
お
り
、
数
多
く

の
町
の
特
産
品
の
中
か
ら
寄

附
者
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る

方
法
を
考
え
て
い
る
。

問　

米
の
食
味
計
を
導
入
す

る
と
の
こ
と
だ
が
「
特
Ａ
」

表
示
と
共
に
食
味
値
記
載
に

よ
る
差
別
化
を
図
る
考
え
は
。

　

町
長

　

西
会
津
産
米
の
付
加
価
値

を
さ
ら
に
高
め
る
重
要
な
要

素
と
考
え
て
お
り
、
関
係
機

関
の
協
力
の
も
と
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
戦
略
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

を
専
門
に
扱
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
有
料
サ
イ
ト
に
掲
載

す
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ

れ
た
が
、
掲
載
は
い
つ
ご
ろ

に
な
る
か
。

西会津産米の高い食味値が
大きな魅力となるのでは

一般質問

小
柴
　
敬

議
員

基
準
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か

問答

実
情
に
合
っ
た
見
直
し
を
検
討

豪雪対策

新たな取り組みでどう変わるか問

答 特産品を活かし収入増を図る

ふ
る
さ
と
納
税
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問　

平
成
29
年
９
月
の
全
員

協
議
会
で
プ
ー
ル
整
備
方
針

の
変
更
案
が
示
さ
れ
た
が
、

９
月
ま
で
か
か
っ
た
理
由
は
。

　

学
校
教
育
課
長

　

当
初
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
隣

に
屋
根
付
き
プ
ー
ル
を
建
設

す
る
こ
と
と
し
、
８
月
ま
で

に
実
施
設
計
を
終
え
、
９
月

に
工
事
を
発
注
し
て
、
平
成

30
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し

て
い
た
。

　

し
か
し
、
実
施
設
計
の
段

階
で
雪
処
理
や
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
経
費
な
ど
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
、
見
直
し

が
必
要
と
な
り
、
改
め
て
関

係
者
の
意
見
を
聴
き
決
定
す

る
こ
と
に
し
た
た
め
こ
の
時

期
と
な
っ
た
。

問　

見
直
し
に
当
た
り
プ
ー

ル
の
構
造
や
設
置
場
所
及
び

環
境
衛
生
面
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
き
た
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

プ
ー
ル
本
体
に
つ
い
て
は

文
部
科
学
省
で
定
め
る
小
学

校
施
設
整
備
方
針
及
び
学
校

環
境
衛
生
基
準
に
沿
っ
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　

場
所
の
選
定
は
関
係
す
る

皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き

決
定
す
る
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
ど
の
よ

う
に
判
断
す
る
の
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
尊
重

し
、
平
成
30
年
度
に
完
成
で

き
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
。

旧
に
向
け
て
最
善
を
尽
く
し

て
い
る
。

問　

園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
貸
与
条
件
は
。

　

農
林
振
興
課
長

　

12
年
の
貸
付
期
間
で
、
１

棟
当
た
り
貸
付
料
を
耐
雪
型

で
年
間
３
万
３
千
円
、
夏
秋

型
で
２
万
５
千
円
（
い
ず
れ

も
標
準
規
格
の
場
合
）
と
し

て
い
る
。

問　

雪
害
を
受
け
た
園
芸
用

ハ
ウ
ス
に
対
す
る
町
の
対
応

は
。

　

農
林
振
興
課
長

　

降
雪
の
あ
っ
た
11
月
24
日

に
電
話
連
絡
や
直
接
自
宅
へ

伺
い
、
大
雪
に
対
す
る
警
戒

や
対
応
を
促
し
、
翌
25
日
に

は
町
内
全
域
を
巡
回
し
て
被

害
状
況
の
把
握
に
当
た
っ
た
。

　

12
月
２
日
か
ら
13
日
に
か

け
て
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
組
織
と

と
も
に
被
害
を
受
け
た
ハ
ウ

ス
の
解
体
撤
去
作
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
復
旧
に
向

け
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
回
の
災
害
に
対
し
て
県

の
農
業
災
害
対
策
補
助
事
業

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
、

町
の
補
助
を
合
わ
せ
て
半
壊

以
上
16
棟
分
の
所
要
額
を
補

正
予
算
に
計
上
し
て
早
期
復

営農に間に合うよう急ピッチで復旧作業が進んでいる

一般質問

猪
俣
常
三

議
員

今後の進め方は問

答 アンケート結果を尊重して

小
学
校
プ
ー
ル

園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
雪
害
対
応
は

問答

早
期
復
旧
に
最
善
を
尽
く
す

農業災害
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問　

森
林
資
源
活
用
と
雇
用

創
出
の
方
策
と
し
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
施
設

を
整
備
し
て
町
の
公
共
施
設

に
設
置
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
へ
の
燃
料
を
供
給
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
。

　

農
林
振
興
課
長

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
原
材

料
の
確
保
、
燃
料
生
産
施
設

の
整
備
、
熱
需
要
の
創
出
に

つ
い
て
調
査
、
検
討
を
し
て

き
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
町
に
は
原

料
と
な
る
針
葉
樹
、
広
葉
樹

と
も
に
十
分
な
量
が
あ
り
、

資
源
面
に
問
題
は
な
い
が
、

需
要
面
で
課
題
が
あ
り
現
時

点
で
は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

　

想
定
す
る
燃
料
製
造
施
設

の
採
算
ラ
イ
ン
に
到
達
す
る

に
は
、
ペ
レ
ッ
ト
が
現
状
の

約
２
倍
、
菌
床
用
オ
ガ
粉
が

約
３
倍
以
上
の
需
要
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

問　

現
在
の
需
要
は
ど

れ
だ
け
あ
る
か
。

　

農
林
振
興
課
長

　

西
会
津
小
学
校
で
年

間
約
53
ト
ン
の
チ
ッ
プ

を
会
津
地
区
の
チ
ッ
プ

業
者
か
ら
購
入
し
て
お

り
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の

家
と
認
定
こ
ど
も
園
で

年
間
74
ト
ン
の
ペ
レ
ッ
ト
を

い
わ
き
市
の
業
者
か
ら
購
入

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら

新
た
に
役
場
新
庁
舎
と
菌
床

培
養
施
設
で
約
３
０
０
ト
ン

の
ペ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
見

込
み
で
あ
る
。

問　

町
内
の
公
共
施
設
、
温

泉
施
設
、
福
祉
施
設
、
農
業

用
施
設
な
ど
、
熱
供
給
を
必

要
と
す
る
施
設
は
多
く
あ
り
、

分
散
型
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ

ム
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
需

要
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

と
考
え
る
が
。

　

農
林
振
興
課
長

　

平
成
29
年
度
の
調
査
で
西

会
津
診
療
所
や
福
祉
施
設
の

周
辺
に
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
、
熱
供
給
事

業
を
実
施
し
た
場
合
の
事
業

収
支
に
つ
い
て
検
討
を
し
た

結
果
、
民
間
事
業
者
が
投
資

し
て
の
熱
供
給
候
補
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。

　

実
証
モ
デ
ル
事
業
で
得
ら

れ
た
事
業
採
算
規
模
は
６
０

０
kw
以
上
で
あ
り
、
施
設
が

近
接
し
て
い
れ
ば
さ
ゆ
り
公

園
や
温
泉
健
康
保
養
施
設
へ

の
熱
供
給
を
行
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
敷
設
距
離
や

道
路
横
断
工
事
を
考
慮
す
る

と
、
効
率
的
な
事
業
が
実
施

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

菌床培養施設と役場新庁舎に
ペレットボイラーを新たに導入

公共施設への熱供給の６割をバイオマス化して
年間2000万円の燃料費を削減した北海道下川町

一般質問

荒
海
清
隆

議
員

燃
料
製
造
施
設
が
必
要
と
考
え
る
が

問答

十
分
な
需
要
が
な
く
時
期
尚
早

森林資源活用
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問　

小
学
校
の
プ
ー
ル
整
備

に
つ
い
て
、
町
民
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
説
明
を
考
え
て

い
る
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
平
成
30
年
度
に
小
学
校
敷

地
内
の
畑
に
屋
根
な
し
の

プ
ー
ル
を
整
備
す
る
方
向
で

進
め
て
お
り
、
実
施
設
計
が

完
了
し
た
段
階
で
広
報
紙
な

ど
を
利
用
し
て
お
知
ら
せ
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

プ
ー
ル
整
備
に
か
か
る

財
源
は
。

　

学
校
教
育
課
長

　

過
疎
対
策
事
業
債
（
借

金
）
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

町
の
負
担
は
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
か
。

　

総
務
課
長

　

元
利
償
還
金
の
７
割
が
地

方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
た

め
、
町
の
負
担
は
３
割
と
な

る
。

　

ま
た
、
復
旧
作
業
中
に
負

傷
し
た
場
合
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

建
設
水
道
課
長

　

流
雪
溝
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

る
作
業
中
の
け
が
に
つ
い
て

は
町
が
加
入
す
る
自
治
体
活

動
保
険
が
適
用
に
な
る
が
、

物
損
な
ど
に
は
対
応
し
て
い

な
い
。

　

時
間
外
の
投
雪
や
大
き
な

雪
の
塊
に
よ
っ
て
雪
詰
ま
り

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
か
ら
も
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
使
用
す
る
よ
う
に

呼
び
掛
け
て
い
る
。

問　

野
沢
町
内
の
流
雪
溝
の

安
定
し
た
水
量
確
保
に
向
け

て
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　

町
長

　

河
川
か
ら
取
水
し
て
い
る

た
め
、
冬
期
間
は
気
象
状
況

や
積
雪
状
況
に
よ
っ
て
水
量

が
安
定
し
な
い
こ
と
が
長
年

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
平
成
28
年
度
か

ら
流
雪
溝
全
体
の
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
施
設
の
改
善

な
ど
を
含
め
て
河
川
を
管
理

す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重

ね
、
安
定
し
た
水
量
の
確
保

に
向
け
て
さ
ら
に
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問　

雪
詰
ま
り
で
流
雪
溝
の

水
が
溢
れ
て
床
下
浸
水
な
ど

の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
は
。

子どもたちに喜ばれるプールをつくってほしい

安定水量確保が長年の課題

一般質問

渡
部
　
憲

議
員

町民への説明方法は問

答 設計完了後に広報でお知らせ

小
学
校
プ
ー
ル

水
量
確
保
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

問答
関
係
機
関
と
協
議
し
て
対
応
す
る

野沢流雪溝
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問　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備

が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
計
画
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
施
設
の
規
模
や

地
区
の
選
定
な
ど
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

町
長

　

施
設
の
規
模
は
運
営
主
体

と
な
る
担
い
手
の
組
織
化
が

し
や
す
く
、
受
益
者
の
負
担

の
少
な
い
集
落
型
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
想
定
し
て
お
り
、

現
在
稼
働
施
設
の
な
い
地
区

を
優
先
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

　

町
の
水
田
農
業
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
合
理
的
な

生
産
体
系
の
確
立
が
急
務
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
法
と

し
て
各
地
区
へ
の
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
が
生
息
域
を

拡
大
し
て
お
り
、
早
急
な
対

応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

農
林
振
興
課
長

　

平
成
29
年
度
は
「
く
く
り

わ
な
」
に
よ
る
捕
獲
や
、
猟

友
会
に
よ
る
捕
獲
活
動
に
よ

り
、
前
年
度
の
２
倍
と
な
る

29
頭
を
捕
獲
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
県
の
市
町

村
リ
ー
ダ
ー
育
成
モ
デ
ル
事

業
に
よ
り
専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
専
門
員
を
養
成
・
配

置
し
て
集
落
ご
と
の
課
題
や

対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
サ
ル
・
ク
マ

を
含
め
た
被
害
防
止
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
で

い
る
。

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、

町
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計

画
の
な
か
で
（
仮
称
）
町
民

文
化
セ
ン
タ
ー
構
想
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

各
種
事
業
計
画
や
財
政
見
通

し
を
総
合
的
に
判
断
し
な
が

ら
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

町
公
民
館
は
町
民
の
生
涯

学
習
活
動
な
ど
の
拠
点
施
設

で
あ
る
と
と
も
に
、
町
外
の

方
も
利
用
す
る
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
、

快
適
な
利
用
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

問　

町
公
民
館
は
建
築
か
ら

49
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。

　

今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　

総
務
課
長

　

新
た
な
施
設
を
整
備
す
る

当面の公民館利用は現在のままでも利用しやすい配慮を

一般質問

清
野
佐
一

議
員

想
定
す
る
規
模
と
場
所
の
選
定
は

問答

集
落
型
で
空
白
地
を
優
先
に

ライスセンター

今後の計画は問

答 適正な維持管理に努める

町
公
民
館
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問　

薄
町
政
と
し
て
初
め
て

の
当
初
予
算
編
成
に
当
た
り
、

新
規
事
業
や
重
点
事
業
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　

町
長

　

①
保
育
料
の
完
全
無
料
化
、

②
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
の
教
育
改
革
、
③

国
際
芸
術
村
を
活
用
し
た
交

流
推
進
、
④
町
の
資
源
な
ど

を
生
か
し
た
新
産
業
を
創
出

す
る
た
め
の
調
査
、
⑤
な
つ

か
しCar

シ
ョ
ー
の
開
催
、

⑥
新
た
な
町
民
バ
ス
運
行
体

制
の
構
築
、
⑦
食
味
計
を
導

入
し
た
西
会
津
産
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
販
売
促
進
、
⑧
菌

床
き
の
こ
栽
培
の
団
地
化
、

⑨
有
害
鳥
獣
対
策
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
、
⑩
高
齢
者
世
帯

等
へ
の
除
排
雪
支
援
、
⑪
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
積
極

的
な
取
り
組
み
、
⑫
み
ん
な

で
創
る
未
来
基
金
を
活
用
し

た
人
材
育
成
や
子
育
て
支
援

及
び
地
方
創
生
を
推
進
、
⑬

新
た
な
町
総
合
計
画
の
策
定

な
ど
、
将
来
の
豊
か
で
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
西
会
津
の
礎

を
築
く
年
と
位
置
付
け
、
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

保
育
料
の
完
全
無
料
化

に
伴
う
財
政
影
響
額
は
。

　

平
成
30
年
度
の
園
児
数
と

今
後
の
見
通
し
は
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

１
人
目
を
半
額
と
し
た
平

成
29
年
度
の
保
育
料
収
入
は

１
２
０
０
万
円
で
、
半
額
に

す
る
前
の
平
成
28
年
度
は

２
２
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
は
１
３
２
人

の
入
園
希
望
が
あ
り
、
人
数

は
横
ば
い
で
推
移
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

問　

経
済
活
性
化
に
は
公
共

土
木
工
事
が
効
果
的
と
考
え

る
が
新
年
度
の
土
木
予
算
が

１
億
８
千
万
円
程
減
額
に

な
っ
て
い
る
理
由
は
。　

　

総
務
課
長

　

野
沢
柴
崎
線
、
小
学
校
線

な
ど
の
大
規
模
な
町
道
改
良

舗
装
事
業
が
完
了
し
た
た
め
。

の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
程

度
の
規
模
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　

町
長

　

20
名
程
度
の
収
容
人
数
を

想
定
し
て
お
り
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の

整
備
を
３
年
の
間
に
進
め
る

考
え
で
あ
る
。

問　

町
長
選
挙
で
公
約
に
掲

げ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

増
設
に
つ
い
て
は
計
画
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す

る
の
か
伺
う
。

　

町
長

　

近
年
、
町
内
の
介
護
施
設

の
待
機
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
や
、
近
隣
市
町
村
に
新

た
に
入
所
施
設
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
施
設

の
利
用
状
況
の
動
向
を
見
極

め
て
い
く
こ
と
と
し
、
平
成

30
年
度
か
ら
３
年
間
を
期
間

と
す
る
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
増
設
を
計
画
し

な
か
っ
た
。

問　

国
民
年
金
で
入
所
で
き

る
老
人
介
護
福
祉
施
設
に
つ

い
て
は
、
各
地
域
の
空
き
家

や
空
き
施
設
を
活
用
す
る
と

特別養護老人ホーム

一般質問

伊
藤
一
男

議
員

重点事業や新規事業は問

答 保育料無料化とイベント復活

新
年
度
予
算

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
は

問答

社
会
情
勢
変
化
で
計
画
に
な
い

介護施設
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問　

人
口
減
少
は
地
域
活
力

の
減
退
の
み
な
ら
ず
、
地
域

交
流
の
衰
退
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、

交
流
人
口
拡
大
は
重
要
な
政

策
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら

今
後
の
交
流
人
口
拡
大
策
に

つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

①　

今
年
の
雪
国
ま
つ
り
に

駐
在
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
か
ら

参
事
官
が
参
加
さ
れ
た
が
、

今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
、

交
流
な
ど
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

　

町
長

　

今
回
の
訪
問
は
、
ベ
ト
ナ

ム
と
の
交
流
事
業
を
積
極
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
方
の
紹

介
に
よ
る
も
の

で
、
参
事
官
の

希
望
も
あ
り
実

現
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

当
日
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
体
験
を
通
し

て
雪
国
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い

た
。

　

今
回
の
訪
問

を
契
機
に
友
好

国
で
あ
る
ベ
ト

ナ
ム
と
経
済
面

や
人
的
交
流
の
面
で
関
わ
り

を
持
ち
、
町
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
く
。

成
山
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
西
会

津
マ
ッ
チ
デ
ー
を
予
定
し
て

い
る
。

　

春
の
本
町
で
の
公
式
戦
は
、

５
月
の
連
休
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
相
当
の
来
場
者
が
予

想
さ
れ
る
の
で
、
関
係
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
、
物

産
販
売
を
行
い
、
町
を
あ
げ

て
応
援
し
て
い
く
。

②　

昨
年
、
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
っ
た
「
な
つ
か
し

Car

シ
ョ
ー
」
が
、
新
し
い

実
行
委
員
会
体
制
で
５
月
に

開
催
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
再
開
に
当
た
り
、

町
は
何
を
期
待
し
今
後
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　

町
長

　

な
つ
か
しCar

シ
ョ
ー
は
、

交
流
人
口
拡
大
と
地
域
経
済

の
活
性
化
に
大
い
に
期
待
し

て
お
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
い
き
た
い
。

　

よ
り
発
展
し
活
気
あ
る
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
次
年
度

以
降
も
継
続
で
き
る
よ
う
構

成
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

③　

町
を
あ
げ
て
応
援
し
て

い
る
福
島
ホ
ー
プ
ス
に
対
し

て
、
新
年
度
は
ど
の
様
に
支

援
し
て
い
く
の
か
。

　

春
に
行
わ
れ
る
町
内
で
の

公
式
戦
開
催
に
向
け
た
対
応

は
。

　

商
工
観
光
課
長

　

引
き
続
き
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

ス
ポ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
、
開

町最大の集客効果のあったイベント復活に期待

駐在ベトナム大使館の参事官（左から3人目）訪問で
今後の行方が注目される

一般質問

多
賀
　
剛

議
員

今
後
の
展
開
は

問答

各
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
む

交流拡大
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問　

福
島
県
は
メ
タ
ボ
率
が

全
国
３
位
と
高
く
、
町
で
も

健
康
診
断
を
は
じ
め
貯
筋
体

操
や
食
生
活
指
導
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
と
っ
て
い
る

が
、
50
代
・
60
代
で
亡
く
な

ら
れ
る
方
も
い
る
。

　

健
康
増
進
に
向
け
て
今
後

ど
の
様
な
対
策
が
必
要
と
考

え
て
い
る
か
。

　

健
康
福
祉
課

　

町
で
は
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
、
血
圧
管
理
な

ど
の
健
康
管
理
を
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
進
め
る
と
と
も

に
、
喫
煙
率
の
減
少
や
適
正

飲
酒
、
運
動
習
慣
の
定
着
に

向
け
た
指
導
を
進
め
て
い
る
。

　

本
町
の
メ
タ
ボ
率
該
当
者

は
19
・
７
％
で
、
県
平
均
よ

り
低
い
が
全
国
平
均
よ
り
は

高
い
。

問　

筋
肉
貯
金
が
足
り
な
い

と
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、

血
糖
値
の
上
昇
に
よ
る
糖
尿

病
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
も
増

え
る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、

運
動
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

　

健
康
福
祉
課

　

町
の
健
康
増
進
計
画
で
は
、

「
食
」
「
運
動
」
「
健
診
」

を
相
互
に
連
携
さ
せ
た
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
お

り
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
サ
ロ
ン
で
の
週
い

ち
貯
筋
体
操
の
普
及
や
高
齢

者
の
筋
力
ア
ッ
プ
な
ど
適
度

な
運
動
を
推
奨
し
て
い
る
。

問　

冬
期
間
は
歩
く
機
会
も

少
な
く
、
筋
肉
減
少
に
よ
る

転
倒
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ

と
か
ら
、
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

や
踏
み
台
な
ど
の
運
動
器
具

を
地
区
に
貸
し
出
し
、
サ
ロ

ン
活
動
な
ど
で
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
と
考
え
る
が
。

　

健
康
福
祉
課

　

事
故
防
止
の
た
め
指
導
者

が
い
な
い
場
所
で
の
使
用
は

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
貸
出

し
の
考
え
は
な
い
。

　

各
サ
ロ
ン
で
は
手
軽
に
で

き
る
棒
体
操
や
ラ
ジ
オ
体
操

の
普
及
を
進
め
て
い
る
。

問　

新
郷
地
内
の
新
村
・
平

明
間
の
県
道
は
除
雪
さ
れ
て

い
て
も
道
幅
が
狭
い
た
め
、

す
れ
違
い
が
難
し
く
迂
回
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

町
で
は
県
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
要
望
を
し
て
い
る
か
。

　

建
設
水
道
課

　

改
良
を
必
要
と
す
る
区
間

と
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
て
喜
多
方
建
設
事
務

所
に
早
期
の
拡
幅
改
良
を
要

望
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　

こ
の
冬
の
除
雪
作
業
に

よ
る
被
害
状
況
は
。

　

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し

て
か
ら
の
町
の
対
応
は
。

　

町
民
税
務
課

　

２
月
末
ま
で
軽
傷
２
件
、

重
症
１
件
の
計
３
件
の
事
故

が
発
生
し
て
い
る
。

　

町
で
は
豪
雪
対
策
本
部
を

設
置
す
る
前
か
ら
防
災
行
政

無
線
や
チ
ラ
シ
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
る
注
意
喚

起
な
ど
で
、
事
故
防
止
対
策

に
努
め
て
い
る
。

　

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し

た
こ
と
に
よ
り
、
非
課
税
の

高
齢
者
世
帯
や
母
子
家
庭
世

帯
に
対
す
る
除
排
雪
費
用
の

助
成
（
上
限
８
千
円
）
に
該

当
し
、
必
要
額
を
補
正
予
算

に
計
上
し
て
民
生
委
員
を
通

じ
て
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

早期改良が望まれる新郷地内の県道

一般質問

薄
　
幸
一

議
員

生活習慣病予防の取り組みは問

答 健康管理の習慣化を支援

健
康
づ
く
り

町
と
し
て
の
対
応
は

問答

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
要
望

県道改良
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問　

子
ど
も
の
教
育
は
義
務

教
育
期
間
だ
け
で
は
な
く
、

幼
少
期
か
ら
の
人
間
教
育
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
は
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
あ

り
、
幼
児
期
は
生
涯
に
わ
た

る
人
間
形
成
の
基
礎
や
義
務

教
育
以
降
の
学
習
の
基
盤
を

培
う
と
と
も
に
、
社
会
に
お

い
て
自
立
的
に
生
き
る
基
礎

を
養
う
大
変
重
要
な
時
期
で

あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
ゆ
り
こ
ど

も
園
に
お
い
て
は
、
自
発
的

な
活
動
と
し
て
の
「
遊
び
」

を
通
し
、
日
々
の
保
育
活
動

や
各
種
教
室
に
よ
り
、
年
齢

や
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
保
育
・
教
育
を
実

施
し
て
い
る
。

問　

こ
ゆ
り
こ
ど

も
園
で
は
、
小
学

校
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て

い
る
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

情
報
共
有
を
図

る
た
め
の
情
報
交

換
会
や
、
合
同
活

動
や
学
校
活
動
の

見
学
な
ど
を
通
じ

て
、
小
中
学
校
児

童
・
生
徒
と
の
異
年
齢
と
の

交
流
に
よ
る
豊
か
な
人
間
性

と
社
会
性
の
醸
成
を
図
っ
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
児
童
教

育
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
が
積
極
的

に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

問　

幼
小
連
携
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
、
町
は
現
場
の
保

育
士
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

連
携
し
て
行
う
活
動
の
時

間
や
場
所
な
ど
、
保
育
士
の

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
効

率
よ
く
行
え
る
よ
う
配
慮
し

て
い
る
。

　

幼
小
連
携
を
進
め
る
際
に

は
、
そ
の
都
度
現
場
の
声
を

聞
き
取
り
、
通
常
の
保
育
業

務
に
支
障
の
な
い
よ
う
取
り

組
め
る
体
制
を
整
え
実
施
し

て
い
く
。

問　

学
校
教
育
課
が
こ
ゆ
り

こ
ど
も
園
と
小
中
学
校
を
所

管
し
、
町
の
教
育
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は

ど
う
か
。

　

学
校
教
育
課
長

　

幼
児
教
育
は
保
護
者
を
含

め
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
身

近
で
関
心
の
高
い
課
題
で
あ

り
、
ま
た
小
学
校
教
育
と
の

接
続
も
視
野
に
入
れ
た
体
系

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

幼少期からの人間教育が重要

恵まれた施設環境を活かすためには幼小連携の一元化が望ましい

一般質問

町
の
基
本
的
な
考
え
は

問答

自
立
的
に
生
き
る
基
礎
を
養
う

幼児教育

秦
　
貞
継

議
員
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問　

町
の
人
口
が
６
千
人
を

割
ろ
う
と
す
る
な
か
、
人
口

減
少
が
商
店
の
斜
陽
化
を
生

み
、
町
全
体
の
活
力
低
下
に

つ
な
が
る
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

明
治
時
代
初
期
に
は
野
沢

の
研
幾
堂
か
ら
多
く
の
人
材

を
全
国
に
輩
出
し
、
政
治
、

医
学
、
教
育
、
文
化
の
各
方

面
で
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の

な
か
で
も
５
人
衆
と
呼
ば
れ

る
渡
部
鼎
、
野
沢
鶏
一
、
石

川
瑛
作
、
山
口
千
代
作
、
小

島
忠
八
ら
の
活
躍
は
町
の
誇

り
で
あ
り
、
研
幾
堂
の
教
え

は
明
治
と
な
っ
て
か
ら

１
５
０
年
が
経
つ
今
で
も
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
研
幾
堂
を
再
建
し

て
ま
ち
な
か
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
は
と
考
え
る
が
。

　

商
工
観
光
課
長

　

研
幾
堂
の
歴
史
は
町
の
大

切
な
地
域
資
源
と
認
識
し
て

い
る
が
、
再
建
に
つ
い
て
は

平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す

る
次
期
総
合
計
画
の
策
定
作

業
の
中
で
、
町
全
体
の
視
点

や
ま
ち
な
か
活
性
化
、
交
流

人
口
の
拡
大
な
ど
か
ら
、
総

合
的
に
検
討
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問　

野
口
英
世
を
医
学
の
世

界
に
羽
ば
た
か
せ
た
ル
ー
ツ

を
探
る
機
運
が
あ
り
、
英
世

の
生
誕
地
で
あ
る
猪
苗
代
町
、

会
陽
院
の
あ
っ
た
会
津
若
松

市
、
会
陽
院
で
英
世
の
手
を

手
術
し
た
渡
部
鼎
を
生
ん
だ

野
沢
を
結
ん
だ
広
域
的
観
光

連
携
に
取
り
組
ん
で
は
と
考

え
る
が
。

　

商
工
観
光
課
長

　

町
が
加
入
す
る
協
議
会
で

は
日
本
遺
産
の
指
定
を
受
け

た
会
津
三
十
三
観
音
を
テ
ー

マ
と
し
た
事
業
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
野
口
英
世

に
関
す
る
事
業
展
開
は
な
い

が
、
野
口
英
世
に
関
連
す
る

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築

な
ど
を
協
議
会
に
提
案
し
て

い
き
た
い
。

問　

研
幾
堂
で
は
医
学
、
政

治
、
文
化
ば
か
り
で
な
く
教

育
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

そ
の
精
神
は
現
代
の
教
育

に
も
繋
が
る
と
思
う
が
。

　

町
長

　

町
の
歴
史
を
知
り
、
そ
れ

を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
幼

少
期
か
ら
の
教
育
が
大
切
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
研
幾
堂
の

財
産
を
無
駄
に
で
き
な
い
。

　

今
後
、
町
の
盛
り
上
が
り

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
が
策
定
し
た
歴
史
文

化
基
本
構
想
の
中
で
野
沢
の

歴
史
を
ど
の
よ
う
に
取
り
上

げ
て
い
る
か
。

　

生
涯
学
習
課
長

　

研
幾
堂
５
人
衆
を
は
じ
め

野
沢
地
区
に
残
る
民
俗
芸
能
、

言
い
伝
え
、
自
然
な
ど
幅
広

く
取
り
上
げ
、
西
会
津
物
語

１
０
０
選
の
中
で
分
か
り
や

す
く
物
語
化
し
て
い
る
。

問　

歴
史
文
化
構
想
を
策
定

し
た
目
的
は
。

　

生
涯
学
習
課
長

　

先
人
が
築
い
た
貴
重
な
文

化
財
を
後
世
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

町
で
は
有
形
・
無
形
、
文

化
財
指
定
の
有
無
を
問
わ
ず
、

町
に
残
る
全
て
の
文
化
財
を

活
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

歴史に学び町を活性化できないか

一般質問

青
木
照
夫

議
員

研幾堂５人衆でまちおこしを問

答 観光・歴史・教育に生かしたい

ま
ち
な
か
活
性
化
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議
会
臨
時
会

第
１
回
議
会
臨
時
会

　

２
月
21
日
の
議
会
臨
時
会

で
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
次
）
の
ほ
か
１
件
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は

除
雪
経
費
の
追
加
計
上
、
豪

雪
対
策
本
部
設
置
に
伴
う
高

齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
除
排
雪

費
用
の
助
成
費
、
園
芸
ハ
ウ

ス
復
旧
補
助
金
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
開
発

委
託
料
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て
は
、
請
負

者
は
富
士
テ
レ
コ
ム
株
式
会

社
で
、
請
負
額
は
４
億
１
９

１
４
万
８
千
円
で
す
。

補
正
予
算

質
　
疑

　

秦
貞
継
議
員

　

園
芸
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
防
止

の
指
導
を
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

　

農
林
振
興
課
長

　

設
置
者
、
使
用
者
に
対
し

て
、
研
修
会
や
巡
回
指
導
を

通
じ
て
対
策
の
徹
底
を
図
る
。

　

伊
藤
一
男
議
員

　

豪
雪
対
策
本
部
設
置
は
森

野
観
測
所
の
積
雪
深
を
基
準

と
し
て
い
る
が
、
山
間
部
は

も
っ
と
多
い
の
で
早
め
に
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

町
長

　

山
間
部
の
積
雪
状
況
を
考

慮
し
て
、
豪
雪
対
策
本
部
設

置
基
準
を
、
今
冬
ま
で
に
見

直
す
方
向
で
検
討
す
る
。

　

清
野
佐
一
議
員

　

在
宅
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
費
の
除
雪
費
用
助
成
と
し

て
、
該
当
者
の
60
％
と
し
た

理
由
は
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

該
当
世
帯
は
７
５
０
世
帯

だ
が
、
自
力
で
除
雪
で
き
な

い
世
帯
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

三
留
満
議
員

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事

業
委
託
料
の
内
容
は
。

　

町
民
税
務
課
長

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
有
料
サ

イ
ト
へ
掲
載
す
る
た
め
の
返

礼
品
の
見
直
し
な
ど
の
、
事

前
準
備
を
進
め
る
た
め
。

　

多
賀
剛
議
員

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
、

返
礼
品
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
確

保
の
対
応
は
。

　

町
長

　

返
礼
品
の
米
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
、
数
量
の
確
保
に
努

め
足
り
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
。

補
正
予
算
と
工
事
請
負
契
約
締
結
を
可
決

防
災
行
政
無
線　

デ
ジ
タ
ル
化
整
備

質
　
疑

　

薄
幸
一
議
員

　

10
社
中
６
社
が
辞
退
の
理

由
は
。

　

建
設
水
道
課
長

　

４
年
間
の
長
期
間
の
事
業

に
な
る
の
で
、
技
術
者
を
専

属
で
配
置
す
る
こ
と
が
大
変

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

伊
藤
一
男
議
員

　

当
初
の
入
札
予
定
が
３
カ

月
遅
れ
た
理
由
と
、
条
件
付

き
一
般
競
争
入
札
が
今
回
指

名
競
争
入
札
に
な
っ
た
経
緯

は
。

　

建
設
水
道
課
長

　

設
計
の
中
身
、
特
に
仕
様

書
の
中
身
を
精
査
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
時
間
が
か

か
っ
た
。

　

指
名
参
加
願
い
の
出
て
い

る
業
者
で
十
分
良
質
で
効
率

的
な
工
事
が
望
め
る
の
で
指

名
競
争
入
札
に
変
更
し
た
。

復旧中の園芸ハウス

現在の防災行政無線操作卓
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１月に町に対して申入れた内容について、３月９日に回答がありました。

（申入れ内容）
　町防災行政無線において、放送内容が聞き取り
にくいとの声が寄せられている。町民の安全・安
心を確保するため、設備のデジタル化に合わせて
難聴地域の解消を求める。

（回答）
　平成29年度から平成32年度までの４年間で工事
を実施する。新たな中継局と再送信局を設置し、
電波の低い地域をカバーする。スピーカーのワッ
ト数の変更や増設を実施するとともに、個別受信
機での対応により難聴地域の解消に努める。

（申入れ内容）
　町の計画等に対し、具現化に向けた作業を進め
る際、広く町民の意見を聴く場の設定や町民が参
加しやすい工夫について検討を求める。

（回答）
　町民の皆さんが計画作りに参加できるよう、ま
ちづくり基本条例の町民参加の仕組みに基づいて
進めている。
　①町民参加による検討組織の設置
　�　総合計画や重要な政策などを検討する際は、検
討組織を設置し委員の一部は町民から公募する。

　②町民懇談会の開催
　�　計画案がまとまった段階で町民懇談会を開催
し、町民の皆さんに意見を頂いている。また、
懇談会の開催にあたっては参加しやすいよう夜
間の開催とし、どの地区でも参加することがで
きる。

　③意見公募
　�　計画が決定される前に町民の皆さんに意見を
いただくため計画案を公表し、意見公募を実施
している。提出にあたっては持参による提出の
他、郵送やファクシミリ、電子メールなど様々
な方法により意見を頂いている。

（申入れ内容）
　町道などにおける除雪については、万全の体制
により行われていると認識しているが、通勤及び
通学等に支障のないよう、さらなる除雪体制を強
化するよう求める。

（回答）
　道路除雪については、朝の通勤通学の時間に合
わせることを目標としており、除雪の時間帯は、
原則、夜半から早朝にかけ実施している。また、
路面状況に応じ、日中でも出動している。

（申入れ内容）
　木地師が使用していた道具が町外に流出してい
ることから、保存について検討を求める。また、
これまでの収集・保存している農具などの民俗資
料の展示も含め有効活用について検討を求める。

（回答）
　町では文化財保護行政の基本計画となる「西会
津町歴史文化基本構想」の策定作業を進めている。
民俗資料の保存及び活用については、「西会津町
歴史文化基本構想」の規定に則り、文化財を保存、
継承するとともに、展示・公開など活用について
も検討を進め、有効活用を図っていく。

議会報告会の要望事項等について町から回答

　議会報告会で要望のあった、さゆり公園の屋根のない
藤棚の日陰対策について、経済常任委員会で調査・報告
した結果、補正予算で修繕費が計上され、藤棚に屋根が
設置されました。

さゆり公園の藤棚に屋根が設置
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　本町の次代を担う子どもの育成に関して、一貫教育導入のあり方等について調査検討を進めるため、平成27
年12月から平成30年３月までの２年４カ月間、15回にわたり小中一貫教育調査特別委員会を開催し、各調査検
討事項に関して合意形成を図り、次のように決定しました。

①本町における小中連携教育の成果と課題について
　一定の成果は認められるものの、課題も多く、校舎一体型の特色を生かした連携教育の素地ができた段階であ
る。連携教育の成果をより明確化し、教職員の意欲向上など意識改革を図る必要があると考える。

②本町の小中一貫教育方針について
　「小中一貫教育ビジョン」が示されているが、具体的な運用方法については踏み込んでおらず、漠然としてい
る。育てたい児童生徒像を実現するために、教育はどうあるべきかが先決であり、その育成の延長上に必要な連
携教育または一貫教育があるべきではないかと考える。

③全国の小中一貫教育の成果と課題について
　一貫教育に取り組んでいる全国の市区町村に対する平成29年の調査の総合評価で、成果が認められると回答
した割合は99％となっている一方、半数以上の市区町村が課題を認めている。一貫教育は一定の成果は期待で
きるものの課題もあることから、導入の際は成果のみに捉われることなく、課題解決に向けた検討も必要である。

④本町における教育の方向性と一貫教育のあり方について
　現在取り組まれている連携教育の評価検証もまだしっかりとできていない中、次のステップへ進むのは時期尚
早と言わざるを得ない。将来的には小中一貫教育への移行も視野に入れつつ、現在の連携教育の更なる醸成が肝
要である。

⑤その他、子どもの育成に関する事項について
　子どもの成長には地域との関わり合いが不可欠である。今まで以上に地域の人々が関わり合えるような環境づ
くりが重要であり、地域の教育力活用が求められていることから、町内の各団体等と連携強化及び組織化を図る
など、地域全体で子どもの教育を進めるべきと考える。

小中一貫教育調査特別委員会報告
小中一貫教育調査特別委員会の調査検討結果を３月議会で報告しました。

　議会では、町民の声を反映した健全な議会運営を維持するためにも、町民の皆さんのより積極的な
議会への参画を必要としています。５月に町民と議会との懇談会を開催しますので、ぜひ、皆さんの
声をお聞かせいただき、一緒に意見交換させてください。

主 な 報 告　３月議会定例会（新年度予算、重点事業）・第９回報告会～その後
懇談テーマ　「ふるさと納税と町の活性化について」

町民と議会との懇談会（第10回議会報告会）を開催します！

開催日 時　間 開催場所
５月14日（月） 午後７時00分 西林東集会所

５月15日（火） 午後６時30分 交流物産館よりっせ
午後７時00分 林業研修センター

５月16日（水） 午後６時30分 奥川みらい交流館
午後７時00分 芝草集会所・滑沢集会所

５月17日（木） 午後７時00分 保健センター・宝川集会所
５月18日（金） 午後６時30分 中ノ沢集会所
５月21日（月） 午後６時30分 戸中集会所
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